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カーボンニュートラル燃料の普及を 
促進させるための燃料ブレンドツール
e-Fuel， エタノール、 バイオディーゼル燃料とガソリン/軽油を

0-100％で任意に混合試験してエンジン車両の性能を確認

アトセンスは自動車の研究開発用計測装置のメーカです。バイオエタノールが温暖化対策 CO2 削減
の切札として脚光を浴び始めた 2000 年代後半に燃料ブレンダを発売しました。バイオエタノールは
コストと生産量からガソリンと混合して活用するしかなく、その比率を変えて車両の性能等を確認する
試験のツールとして、各四輪、二輪、マリーンのメーカに採用されました。今では世界でバイオエタノー
ルはある程度の導入が進んでいます。

しかし地球環境の問題は年々深刻化し、2050 年カーボンニュートラルを宣言するに至りました。自
動車業界では、EV シフトが進む一方、カーボンニュートラル（CN）燃料としてバイオエタノールの更
なる推進と e-Fuel の研究開発が盛んになっています。この CN 燃料は、電動化しにくい大型車両や航
空機や船舶からも大きな期待が寄せられています。

CN 燃料の大きな課題は生産量とコストです。理想としては 100％ の CN 燃料車ではありますが、
その道のりは遠く、ガソリン / 軽油に混合して実用化を推進することになります。また 14 億台以上の
既販車の CO2 低減には CN 燃料の混合が必須であり、燃料ブレンダの活躍の場が広がっています。

燃料ブレンダ使用例

①人による計量方法

②混合済み燃料

※大量購入したものを貯蔵

危険、精度の保証不可

燃料の劣化、燃料廃棄コスト大
比率変更しての試験不可

混合燃料

燃料ブレンダ
タンク：
ガソリン/軽油

容器：CN燃料

1.既存のベンチに容易に導入可能

2.比率0～100％変更して即試験
開始 研究・効率のUP

3.ガソリン/軽油は既設のタンク、
CN燃料は容器で供給可能

燃料ブレンダを使用すると

カーボンニュートラル燃料のガソリン/軽油へ混合許容限度確認ツール
CN燃料（e-fuel、エタノール、バイオディーゼル燃料、メタノール、DMEなど）の
実用化燃料２液をテストベンチで０～100％の任意の比率でリアルタイム混合
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